
く日本史探究⑨＞弥生時代⑨ 荼疇： P. I岳 P.l'7 

回金民翫使用
①弥生時代にな忍と謬,~(1. ).[!1. ]・(3. ]がほl辞函
にもたらされた。2は(11-. )として用い味：油(s. )ゃ (6. )・ 
(7. )な囀•実用的な道届に用いら沢た。

サ

(1)弥生時代に伝来した銅環の合金印 （ ） 
叫 I)とほぼ同時期に伝わった金厩蓉は？ （ 

＠弥生固応察りには、九り中（北部では(8. )畿内では(9. )、

簿戸内海でttClo. ) (← (11. )は加l•I北部）が主に用い改企。
国内で生産されるようになると、次第に (I~. )化された。

U)費銅君吟ち次の地方で分布ざでたのは何か？
九州北部（ ）淘戸内海（ ）畿内：（ ） 

⑤ (13. )翫(I午． ）遣蹄から大量の鉤知鉤矛券隣碑!
その後、同じ'<(13. )翫 (Is. )遣踪ヵらも笠コもの銅鐸観！

(I)(q糾紐疇晒繹」と競蒻疇幽零した島根県遥鉢
は ？（）還

回弥生人の住居・集落
①住居→ ((6. )と平地式建物（←地面を床として周リlユを盛表住居）

麟疇→(17. )技筍も伝わリ筵森(18. )も訟犀。

譴耗社会が版立したことで、土地ゃ水、余来生産物をめぐ` 兵で烏浄が起況虔峡
t竺

→蔽の垢攣ガらの別野の知l遺囲に濠［深ぃ溝］きめぐらせた集落碑

~(19. )僕落ゃ山ャ丘の上に営甜た（勾 潰落わ令燐!

(I)弥生時代に営まれた濠で周リ吉囲んだ堡落は？ （ ）集落
(2)弥生中期～後期、,h高ぃ山・丘の上に営甜魚軍事・防循祁勺な負落I紆

（ ）焦落

③ (.21. )県（辺 遭踪や（巧 ）藤(~ )遣澁さ
代表的な(q集落!20集落の代` 表的な紐湛：（お． ）晨 (26. 鴻武
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